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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

。

岩
手
県
一
関
市
（
旧
東
磐
井
郡
東
山
町
）
デ
ン
マ
ー
ク
在
住
、
環
境
活
動
家
ケ
ン
ジ
・
ス
テ
フ
ァ
ン
・

ス
ズ
キ
氏
よ
り
年
賀
の
挨
拶
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
早
く
も
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

岩
手
の
天
気
予
報
を
見
て
い
ま
す
が
、
寒
い
日
が
続
き
、
雪
が
降
っ
て
い
る
様
子
で
す
が
、
お
元
気
で

新
年
を
迎
え
た
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
当
地
は
殆
ど
雪
も
な
く
、
暖
冬
の
冬
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
は
デ
ン
マ
ー

ク
で
気
温
を
測
定
し
て
以
来
（
１
８
７
４
年
開
始
）
２
番
目
に
温
か
い
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
「
風
の

が
っ
こ
う
便
り
２
０
２
０
」
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
年
間
気
温
は
１
８
７
４
年
か
ら
今
ま

で
に
約
1.5
度
上
昇
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

気
温
の
上
昇
は
こ
の
後
も
継
続
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
低
地
に
住
む
人
た
ち
は
海
水
の
上
昇
に
向

け
独
自
に
水
害
予
防
策
と
し
て
堤
防
建
設
の
計
画
を
た
て
、
２
０
６
５
年
完
成
を
目
指
し
行
動
を
開
始
し

ま
し
た
。

デ
ン
マ
ー
ク
人
は
世
界
に
向
け
自
分
た
ち
は
優
れ
て
い
る
と
は
一
言
も
言
い
ま
せ
ん
が
、
行
動
力
に
お

い
て
、
恐
ろ
し
い
程
、
優
秀
だ
と
僕
は
見
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
問
題
が
世
界
中
に
発
生
し
、
デ
ン
マ
ー

ク
で
も
感
染
者
の
抑
制
対
策
に
政
府
・
行
政
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
国
民
の
生
活

を
守
る
た
め
で
す
。

日
本
で
も
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
が
増
え
て
い
る
様
子
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
残
り
7
ヵ
月
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
を
抑
制
し
な
い
限
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
は
難
し
と
見
て
い
ま
す
。

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
日
見
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
を
抑
制
す

る
た
め
の
政
策
が
見
え
な
い
で
居
ま
す
。
何
れ
に
せ
よ
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
次
世
代
を
育
て
な
い
限
り
国
は
持
続
で
き
な
い
の
で
、

現
世
代
に
生
き
る
人
た
ち
は
叡
智
を
出
し
合
い
、
次
世
代
が
生
き
ら
れ
る
国

家
を
構
築
し
て
い
く
努
力
が
必
要
な
の
で
は
無
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

年
始
早
々
勝
手
な
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
ま
た
、
「
風
の
が
っ
こ
う
」
の

ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
の
原
稿
を
こ
こ
に
添
付
し
ま
す
の
で
、

時
間
が
あ
っ
た
時
に
で
も
眺
め
て
頂
け
れ
は
幸
い
で
す
。

新
年
２
０
２
１
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

第
22

回
地
本
代
表
者
会
議
（
東

日
本
本
部
委
員
会
）

✿
２
０
２
１
春
闘
方
針
を
確
立

す
る
た
め
に
代
表
者
会
議
を
開

催
し
ま
す
。

日

時

２
月
６
日
（
土
）

13
時
10
分
～
16
時
30
分
ま
で

場

所

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
・
５
階
会
議
室
（
５
０
１

号
室
）

出
席
者

各
地
本
代
表
者
・

東
日
本
執
行
部

✿
議
題
は
21
春
闘
方
針
（
案
）

１
月
27
日

い
わ
て
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

盛
岡
地
域
支
部

第
21
回
定
期
大
会

県
民
会
館
会
議
室

１
月
31
日

13
時
30
分

い
わ
て
労
連
大
54
回
評
議
会

水
産
会
館

２
月
３
日

18
時
15
分

盛
岡
地
域
春
闘
総
会

盛
岡
市
福
祉
会
館

４
０
１
・
４
０
２
会
議
室

関
西
電
力
大
飯
原
発
３
、

４
号
機
（
福
井
県
お
お
い

町
）
の
耐
震
性
を
巡
り
、

関
電
が
地
震
規
模
を
想
定

す
る
際
に
、
過
去
の
デ
ー

タ
の
「
ば
ら
つ
き
」
を
考

慮
せ
ず
平
均
値
の
み
で
計

算
し
、
数
値
の
上
乗
せ
を

検
討
し
な
か
っ
た
と
指
摘

が
な
さ
れ
た
。

規
制
委

が
、
審
査
過
程
で
再
考
し

な
い
ま
ま
関
電
に
許
可
を

出
し
た
こ
と
に

つ
い
て

「
看
過
し
が
た
い
過
誤
や

欠
落
が
あ
る
」
と
し
、
新

規
制
基
準
に
適
合
す
る
と

し
た
原
子
力
規
制
委
員
会

の
判
断
は
誤
り
だ
と
し
て
、

福
井
な
ど
11
府
県
の
住
民

ら
約
１
３
０
人
が
国
に
対

し
、
原
発
設
置
許
可
の
取

り
消
し
を
求
め
た
訴
訟
の

判
決
で
大
阪
地
裁
（
森
鍵

一
裁
判
長
）
は
12
月
４
日
、

許
可
を
取
り
消
し
た
。

東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
を
踏
ま
え
策
定
さ

れ
た
新
規
制
基
準
下
で
の

原
発
設
置
許
可
を
取
り
消

す
初
の
司
法
判
断
。
大
飯

３
、
４
号
機
は
現
在
定
期

検
査
で
停
止
中
だ
が
、
住

民
側
勝
訴
が
確
定
し
た
場

合
、
よ
り
厳
格
な
耐
震
基

準
で
評
価
し
直
し
、
改
め

て
許
可
を
得
る
ま
で
稼
働

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

新
規
制
基
準
下
で
許
可
を

受
け
再
稼
働
し
た
他
の
原

発
に
も
影
響
が
あ
り
そ
う

だ
。主

な
争
点
は
、
関
電
が

算
出
し
た
耐
震
設
計
の
目

安
と
な
る
揺
れ
（
基
準
地

震
動
）
の
値
や
、
こ
れ
を

基
に
設
置
を
許
可
し
た
規

制
委
の
判
断
が
妥
当
か
ど

う
か
。

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、

大
飯
３
、
４
号
機
の
基
準

地
震
動
は
最
大
８
５
６
ガ

ル
と
設
定
さ
れ
、
規
制
委

は
適
正
と
評
価
。
こ
れ
に

つ
い
て
原
告
側
は
、
算
出

過
程
で
基
と
な
る
過
去
の

地
震
デ
ー
タ
の
数
値
に
は

平
均
値
か
ら
大
き
く
外
れ

た
も
の
な
ど
「
ば
ら
つ
き
」

が
あ
る
の
に
考
慮
さ
れ
ず
、

地
震
の
規
模
や
基
準
地
震

動
が
過
小
評
価
さ
れ
、
両

機
の
耐
震
設
計
は
不
十
分

だ
と
主
張
し
た
。

国
側
は
、
地
震
を
引
き

起
こ
す
断
層
の
面
積
な
ど

別
の
指
標
を
考
慮
し
て
い

れ
ば
審
査
は
適
切
で
、
原

告
側
主
張
に
科
学
的
合
理

性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
反

論
し
て
い
た
。

関
電
は
２
０
１
３
年
の

新
規
制
基
準
施
行
後
、
大

飯
３
、
４
号
機
の
審
査
を

規
制
委
に
申
請
。
17
年
５

月
に
合
格
し
許
可
を
得
た
。

【
大
飯
原
発
３
、
４
号
機
】

関
西
電
力
が
福
井
県
お

お
い
町
に
持
つ
加
圧
水
型

軽
水
炉
。
３
号
機
は
１
９

９
１
年
、
４
号
機
は
９
３

年
に
営
業
運
転
を
始
め
た
。

２
０
１
７
年
５
月
に
新
規

制
基
準
に
基
づ
く
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
査
に
合

格
。
３
号
機
は
今
年
７
月
、

４
号
機
は
同
11
月
に
定
期

検
査
の
た
め
停
止
し
た
。

関
西
電
力
大
飯
原
発
３
、

４
号
機
（
福
井
県
お
お
い

町
）
の
耐
震
設
計
を
め
ぐ

り
、
原
子
力
規
制
委
員
会

の
審
査
に
不
備
が
あ
る
と

し
て
設
置
許
可
を
取
り
消

し
た
大
阪
地
裁
判
決
を
不

服
と
し
て
被
告
の
国
側
は

17
日
、
大
阪
高
裁
に
控
訴

し
た
。
判
決
が
確
定
す
る

ま
で
、
取
り
消
し
の
効
力

は
発
生
し
な
い
。

規
制
委
は
16
日
、
１
審

判
決
を
受
け
て
見
解
を
公

表
。
「
計
算
結
果
に
数
値

を
上
乗
せ
す
る
よ
う
な
方

法
は
、
（
政
府
の
地
震
調

査
委
員
会
が
公
表
し
て
い

る
）
地
震
動
の
予
測
手
法

で
示
さ
れ
た
方
法
で
は
な

い
」
と
し
て
、
大
飯
３
、

４
号
機
の
耐
震
設
計
や
審

査
は
「
妥
当
な
も
の
だ
」

と
反
論
し
て
い
た
。

原発ゼロNO 117
大飯原発３、４号の設置許可取り消し

大阪地裁判決、福井県などの住民ら勝訴食と健康

日本の食の～現状～
健 康な体を 作る、 保つ上 で重要 になる

『 食 生 活 』 『 生 活 リ ズ ム 』 『 環 境 』

『心』『運動習慣』。

特 に 最近 は 、 生活 習 慣 病（ 日 頃 の生

活習慣が発症原因）になる人が急増中。

これ ら のポ イ ン トに い か に気 を 配 るか

が、健康を保つ上で非常に重要です。

中 で も『 食 生 活』 は ガ ンの 発 症 要因

となる３５%に関連している（喫煙３０）

とも 言 われ て お り、 健 康 を保 つ 上 で特

に重要な役割を担っている。

糖尿病リスク高める朝食欠食が増加

傾向
仕 事 の効 率 性 、や る 気 （無 気 力 ）な

どと 深 い関 係 が あり 、 糖 尿病 の リ スク

も高めとされる『朝食欠食』。しかし、

日本 人 の朝 食 欠 食人 口 が 年々 増 加 して

おり 、 とり わ け ２０ ～ ３ ０代 で 欠 食率

が高くなっている。

２０代男性 ＝ ３０%

女性 ＝ ２０%

全年齢性別平均 ＝ １５%

『肥満』は 万病のもと
女性は減少傾向も男性は増加

あらゆ る病気 の原因 となる肥 満。 女

性で は 、減 少 傾 向に あ る もの の 、 男性

は肥満傾向が増加傾向。

（２０歳～６０災の３人に１人）

野菜摂取量、減少傾向
日 本 人の 野 菜 摂取 量 の 目標 値 は １日

３５ ０ グラ ム 以 上。 し か し、 ど の 年代

でも そ の目 標 値 は達 成 さ れて お ら ず、

そればかりか年々減少傾向にある。

人間が健康に生きて行く為に137
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山
に
入
る
目
的
は
ピ
ー

ク
を
踏
む
こ
と
だ
け
で

は
な
い
。
た
だ
山
に
い

る
。
そ
の
こ
と
を
楽
し

い
と
感
じ
ら
れ
る
と
き
、

人
は
山
に
対
し
て
心
を

開
い
て
い
る
」
（
笹
本

稜
平
・
著
「
南
極
風
」

よ
り
）

12
月
15
日
９
時
30
分
、

今
年
最
後
の
ジ
ョ
イ
フ

ル
登
山
。
須
藤
夫
妻
・

佐
々
木
（
ふ
）
・
藤
谷
・

細
川
の
５
人
は
氷
点
下

４
度
の
虫
壁
登
山
口
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
林
道

に
入
る
と
新
雪
に
獣
の

足
跡
が
続
く
。
無
雪
期

と
は
ち
が
い
、
林
道
の

ゴ
ロ
ゴ
ロ
石
が
隠
れ
て

気
持
ち
い
い
。
し
か
し
、

10
ヶ
月
ぶ
り
の
雪
道
は

歩
行
が
う
ま
く
い
か
ず
、

ガ
ロ
の
滝
着
ま
で
１
時

間
を
要
し
た
。

分
岐
か
ら
深
沢
コ
ー

ス
に
入
っ
た
直
後
、
登

山
口
を
30
分
遅
れ
で
出

発
し
た
佐
藤
会
長
が
私

た
ち
に
追
い
つ
い
た
。

年
齢
に
合
わ
な
い
ス
ピ
ー

ド
だ
。
「
近
道
で
も
来

た
ん
だ
ろ
う
か
？
」
と

ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
し
た
。

全
員
が
そ
ろ
っ
た

と
こ
ろ
で
深
い
沢
を

進
む
。
渓
流
の
せ
せ

ら
ぎ
と
プ
チ
氷
柱
、

巨
岩
に
張
り
着
く
緑

の
苔
と
白
い
雪
の
帽

子
、
上
を
見
上
げ
る

と
雪
の
着
い
た
無
数

の
木
の
枝
（
ホ
ワ
イ

ト
・
ツ
リ
ー
）
、
そ

し
て
降
り
注
ぐ
粉
雪
。

幻
想
的
な
光
景
だ
っ
た
。

「
わ
あ
～
！
き
れ
い
」

と
い
う
女
性
陣
の
声
に

押
さ
れ
て
軽
快
に
進
む
。

沢
か
ら
尾
根
に
登
る

と
、
沢
の
雪
の
着
い
た

枝
を
上
か
ら
も
見
る
こ

と
が
で
き
た
。
頂
上
ま

で
あ
と
４
５
０
メ
ー
ル

の
案
内
板
あ
た
り
か
ら

急
登
で
靴
が
雪
で
ス
リ
ッ

プ
。
な
か
な
か
前
進
で

き
な
い
。
そ
れ
で
も
、

佐
々
木
（
ふ
）
さ
ん
の

ジ
ョ
イ
フ
ル
副
会
長
新

任
記
念
に
山
頂
を
目
指

す
こ
と
に
し
た
。

み

ん
な
が
奮
い
立
っ
て
登

り
初
め
て
５
分

後
、
細
川
が
３

時
に
家
族
を
迎

え
に
行
く
こ
と

を
思
い
出
し
、

Ｕ
タ
ー
ン
と
な
っ

た
。
新
任
記
念

の
山
頂
は
次
回
、

晴
天
日
の
お
楽

し
み
と
な
っ
た
。

復
路
、
沢
で

ラ
ン
チ
。
食
べ

終
わ
る
頃
は
手

の
指
が
動
か
な

く
な
る
ほ
ど
の
冷
気
だ
っ

た
。
ガ
ロ
の
滝
か
ら
の

佐
藤
会
長
は
や
は
り
早

か
っ
た
。
新
雪
の
さ
ら

さ
ら
感
を
味
わ
い
な
が

ら
、
14
時
に
登
山
口
着
。

作
家
笹
本
稜
平
の
言

葉
を
借
り
れ
ば
「
山
に

対
し
て
心
を
開
く
こ
と

が
で
き
た
山
行
」
で
あ
っ

た
。
美
味
し
く
晩
酌
を

飲
め
る
と
思
い
帰
宅
し

た
ら
健
康
診
断
結
果
が

届
い
て
い
た
。
肝
機
能

は
Ａ
と
判
定
さ
れ
て
い

た
の
で
、
さ
ら
に
美
味

し
く
飲
む
こ
と
が
で
き

た
。

貨
物
会
社
は
12
月
17
日
、

２

０

２

１

年

３

月

ダ

イ

ヤ

「
改
正
」
に
つ
い
て
、
提
案
・

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
・
説
明

２
０
２
１
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ

「
改
正
」
は
、
「
Ｊ
Ｒ
貨
物

グ
ル
ー
プ
中
期
経
営
計
画
２

０
２
３
」
に
基
づ
き
、
成
長

分
野
を
中
心
と
し
た
需
要
の

旺
盛
な
区
間
へ
の
輸
送
力
配

置
を
進
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
経

済
影
響
や
国
内
労
働
人
口
の

減
少
に
働
き
方
改
革
を
踏
ま

え
、
生
産
性
向
上
や
収
益
性

向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
、

経
営
資
源
を
有
効
活
用
す
る

た
め
の
見
直
し
を
考
慮
し
た

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
は
、
鉄
道
事
業

の
黒
字
確
保
は
厳
し
い

と
指
摘

今
回
の
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」

で
コ
ン
テ
ナ
列
車
に
お
い
て
、

積
合
せ
貨
物
専
用
列
車
の
新

設
や
輸
送
体
系
の
変
更
に
よ

る
収
入
効
果
を
見
込
ん
で
い

る
も
の
の
、
収
益
性
の
低
い

列
車
の
見
直
し
や
曜
日
休
止

列
車
の
拡
大
に
よ
り
列
車
キ

ロ
が
減
少
し
て
お
り
、
鉄
道

事
業
の
黒
字
確
保
は
厳
し
い

改
正
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
列
車
体
系
の
構

築
を
提
案

ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
で
重
要

な
こ
と
は
、
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
列
車
体
系
の
構

築
を
行
い
、
収
入
の
拡
大
に

向
け
最
大
限
に
取
り
組
む
こ

と
と
、
列
車
の
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
保
で
あ
り
、
そ
の

輸
送
を
支
え
る
要
員
の
配
置

で
す
。

要
員
不
足
の
解
消
を

求
め
る

し
か
し
、
現
場
で
は
深
刻

な
要
員
不
足
に
よ
り
年
休
の

抑
制
や
特
休
の
買
上
が
発
生

す
る
な
ど
、
安
全
な
列
車
の

運
行
に
支
障
を
来
し
か
ね
な

い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
休
の
多
い
シ
ニ
ア

社
員
の
増
に
よ
り
正
社
員
の

負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

職
場
も
あ
り
、
シ
ニ
ア
社
員

を
含
め
た
基
準
人
員
の
見
直

し
が
必
要
。

自
然
災
害
に
よ
る
鉄
道
へ

の
影
響
も
深
刻
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
令
和

２
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
九
州

地
方
を
中
心
に
鉄
道
貨
物
輸

送
に
大
き
な
影
響
を
受
け
ま

し
た
。
当
組
合
は
今
後
も
想

定
さ
れ
る
自
然
災
害
に
備
え
、

迂
回
ル
ー
ト
や
輸
送
機
材
の

確
保
と
教
育
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

解
明
等
を
申
し
入
れ

交
渉
の
席
上
、
い
く
つ
か

の
疑
問
点
や
意
見
に
つ
い
て
、

貨
物
会
社
と
論
議
し
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
未
だ
不
透
明

な
事
柄
も
あ
り
、
下
記
に
改

め
て
解
明
等
を
申
し
入
れ
ま

す
の
で
、
団
体
交
渉
を
開
催

し
、
誠
意
を
も
っ
て
回
答
さ

れ
た
い
。

尚
、
回
答
は
文
書
で
回
答

さ
れ
た
い
。

記

１
．
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
の
改

正
効
果
は
33
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
収

入
効
果
、
減
収
効
果
な
ど
具

体
的
な
収
支
の
見
通
し
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

２
．
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
に
お

け
る
要
員
計
画
及
び
列
車
本

数
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
新
規
採
用
者
数
と
退
職

者
数
を
支
社
別
・
年
度
ご
と

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま

た
、
２
０
２
１
年
度
の
新
規

運
転
士
及
び
Ｄ
Ｌ
転
換
の
養

成
計
画
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

３
．
今
回
の
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」

に
お
い
て
、
収
益
性
の
低
い

列
車
の
見
直
し
や
曜
日
休
止

列
車
の
拡
大
を
行
っ
て
い
る

が
、
今
後
も
列
車
の
統
廃
合

を
行
っ
て
い
く
の
か
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
貨

物
輸
送
の
社
会
的
役
割
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

４
．
２
０
２
１
年
度
の
輸
送

機
材
の
導
入
計
画
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

５
．
安
全
・
安
定
輸
送
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
安
全
を

担
保
で
き
る
要
員
の
配
置
は

不
可
欠
で
す
。
予
備
率
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
予

備
・
波
動
要
員
を
増
と
し
た

基
準
人
員
の
見
直
し
を
さ
れ

た
い
。ま

た
、
シ
ニ
ア
社
員
の

要
員
と
し
て
の
基
準
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
現
在

員
措
置
と
し
て
の
対
応
を
検

討
さ
れ
た
い
。

６
．
今
後
想
定
さ
れ
る
大
規

模
災
害
に
備
え
、
迂
回
ル
ー

ト
や
輸
送
に
関
わ
る
要
員
の

教
育
、
輸
送
機
材
の
確
保
が

必
要
で
す
。
二
種
免
許
返
上

線
区
の
乗
り
入
れ
な
ど
柔
軟

な
対
応
が
出
来
る
よ
う
旅
客

会
社
や
国
へ
の
調
整
を
測
ら

れ
た
い
。

７
．
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

移
転
に
つ
い
て
、
現
時
点
の

状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

８
．
災
害
時
等
に
お
け
る
貨

物
列
車
の
長
時
間
抑
止
や
ダ

イ
ヤ
設
定
の
問
題
、
増
加
傾

向
に
あ
る
線
路
使
用
料
は
、

当
組
合
が
再
三
指
摘
し
て
い

る
「
第
二
種
鉄
道
事
業
者
」

と
し
て
の
「
構
造
的
矛
盾
」

に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
貨

物
会
社
独
自
で
は
解
決
で
き

な
い
課
題
で
す
。
今
後
こ
の

よ
う
な
問
題
を
ど
の
よ
う
に

解
決
し
て
い
く
の
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

２
０
２
１
年
３
月
ダ
イ
ヤ「
改
正
」に
関

す
る
解
明
等
申
し
入
れ

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
厄
災
に
よ

り
、
世
の
中
が
悶
々
と

し
た
１
年
だ
っ
た
。
一

方
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
、
今
の
世
界
に
存
在

す
る
構
造
的
な
不
平
等

を
露
出
さ
せ
、
社
会
の

変
換
を
模
索
す
る
動
き

が
起
き
た
年
だ
っ
た
。

そ
の
他
に
も
、
不
幸

な
こ
と
、
明
る
い
で
き

ご
と
、
良
い
刺
激
を
与

え
て
く
れ
た
こ
と
も
多

く
あ
っ
た
。
大
阪
な
お

み
選
手
の
言
動
も
そ
の

一
つ
だ
っ
た
。
全
米
オ
ー

プ
ン
で
の
優
勝
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
、
マ
ス
ク
に

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

問
わ
れ
た
彼
女
は
、

「
あ
な
た
が
受
け
取
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
何
で

し
た
？
」
と
応
じ
た
。

リ
タ
ー
ン
エ
ー
ス
だ
っ

た
。
続
い
て
「
み
ん
な

が
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
た
か
っ
た
。
重
要
な

の
は
、
人
々
が
議
論
を

始
め
る
こ
と
」
と
述
べ

た
。
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

だ
っ
た
。

「
み
ん
な
で
考
え
よ

う
。
そ
し
て
議
論
し
よ

う
」
。
そ
れ
を
日
本
人

は
苦
手
（
嫌
い
）
と
い

わ
れ
る
。

小
生
も
、
退
職
後
、

し
か
も
コ
ロ
ナ
禍
で
お

ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
。

こ
う
い
っ
た
時
代
だ
か

ら
こ
そ
必
要
な
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。

さ
て
、
今
年
は
ど
ん

な
年
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

「
何
と
な
く
、
今
年
は

よ
い
事
あ
る
ご
と
し
。

元
日
の
朝
、
晴
れ
て
風

無
し
」
（
石
川
啄
木
）
。

世
界
中
の
人
々
が
よ
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

「
正
月
の
た
わ
ご
と
」

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
受
け
と
め
る
年

Ｔ
・
Ｈ

至
福
の
冬
の
里
山

黒
森
山
（８
３
７
メ
ー
ト
ル
）細

川
忠
雄

ホワイト・ツリー

虫壁登山口

深沢コース

い
の
旬
蛙
の
独
り
言

17

学
術
会
議
目
障
り
だ
、
う
る
さ
い
学
者
は
黙
ら
せ
ろ

と
の
た
ま
う
の
は
菅
総
理

そ
れ
な
ら
歴
史
を
振
り
返
っ
て
見
て
み
よ
う

古
く
は
秦
の
始
皇
帝
、
焚
書
坑
儒
で
学
者
を
殺
し
、
書
物
を
焼
い
て
歴
史
に
悪
名
を

遺
す

昭
和
に
入
っ
て
京
大
滝
川
事
件
・
天
皇
機
関
説

戦
後
に
な
っ
て
吉
田
茂
首
相
の
「
曲
学
阿
世
」

東
大
総
長
南
原
繁
が
憎
か
っ
た

権
力
者
が
学
者
を
嫌
う
と
き
、
そ
れ
は
権
力
者
が
自
信
を
無
く
し
た
時
だ

阿
倍
・
菅
と
卑
し
い
奴
ら
の
さ
ば
れ
ど
民
は
迷
わ
ぬ
夜
明
け
は
近
い

秋
田
・
山
口
・
大
阪
を
み
よ
。
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
を
止
め
、
大
阪
都
構
想
を
止
め

た
民
の
力
を

年
金
者
組
合
大
宮
支
部
報
に
投
稿
中

Ｎ
９
１
２

井
上

駿

Ｄ
ａ
Ｔ
ａ

焚
書
坑
儒

秦
の
始
皇
帝

Ｂ
Ｃ
２
１
３

京
都
大
学
滝
川
幸
辰
事
件

１
９
３
３

天
皇
機
関
説
事
件

美
濃
部
達
吉

１
９
３
６

曲
学
阿
世

南
原
繁
東
大
教
授

全
面
講
和
論

吉
田
茂

１
９
５
０

松
岡
洋
右

東
亜
全
局
の
動
揺


